
令和 5 年八重瀬町議会 

第 5 回(9 月)定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般質問通告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八重瀬町議会 

 

 



質 問 日 順 番 氏 名 ページ 備 考 

9 月 25 日 

（月） 

1 玉 城 義 彦 1-3  

2 平 良 真 也 4  

3 宮 城 勝 也 5-7  

4 新 垣 正 春 8-9  

5 野 原 邦 男 10  

9 月 26 日 

（火） 

6 金 城 秀 雄 11-13  

7 豊 川 翔 平 14-15  

8 神 谷 信 夫 16-19  

9 米 増 雄 二 20-21  

10 砂 川 泰 秀 22-23  

 

 

9 月 27 日 

（水） 

11 神 谷 秀 明 24-26  

12 新 垣 勝 夫 27-28  

13 永 山 清 和 29-33  

14 神 谷 清 一 34-37  
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質問順 1 
氏

名 
玉 城 義 彦 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. ふ る さ と

納 税 に つ

いて 

 

2. 防 災 に つ

いて 

(1) 令和５年１０月からふるさと納税が厳格化さ

れることになっているが、八重瀬町への影響に

ついて質問する。 

 

(1) 八重瀬町において、防災士資格者は何人いるの

か質問する。 

 

(2) 防災士を育成する計画はあるのか質問する。 

 

(3) 地域防災組織の育成についてどのように取り

組んでいるのか質問する。 

 

(4) 防災の観点から地域における自給は重要だと

認識しているが、食に加え電力エネルギー自給

についてどのような見解を持っているのか質

問する。 

 

(5) 八重瀬町地域防災計画及び八重瀬町国民保護

計画の改定の進捗について質問する。 

町 長 

 

 

 

町 長 
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質問順 1 
氏

名 
玉 城 義 彦 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

3. 中 央 公 民

館 に つ い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館の目的として、社会教育法第 20 条におい

ては、「公民館は、市町村その他一定区域内の住民

のために、実際生活に即する教育、学術及び文化

に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の

向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化

の振興、社会福祉の増進に寄与すること」とされ

ている。 

 

(1) 中央公民館への専門職を含め職員の配置につ

いて質問する。 

 

(2) 中央公民館の実施事業について質問する。 

 

(3) 中央公民館の在り方について、町はどのような

見解を持っているのか質問する。 

町 長 

教 育 長 
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質問順 1 
氏

名 
玉 城 義 彦 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

4. 教 育 行 政

について 

(1) 本町では、中学校部活動地域移行の対策事業と

して、部活動指導員への報償費が計上された

が、運用状況と問題や課題について質問する。 

 

(2) 今後の中学校部活動地域移行対策事業計画に

ついて質問する。 

 

(3) 学校給食センターの業者委託（東風平）および

人員定数確保状況（東風平・具志頭）について

質問する。 

 

(4) 学校給食センター（東風平・具志頭）において、

食器類、調理機器類等の保守管理をどのように

行っているのか質問する。 

 

(5) 新しい学校給食センター建設の進捗について

質問する。 

町 長 

教 育 長 
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質問順 2 
氏

名 
平 良 真 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 土 地 改 良

農道・農地

整 備 に つ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 沖 縄 型 耐

候 性 園 芸

施 設 整 備

事 業 に つ

いて 

玻名城土地改良区内では、農家の高齢化や遊休地

が増えているような感じがします。その背景には、

粘土質土壌で水はけが悪いのも関係していると考

えられ、今後の担い手育成、農業の継続を図る為

にも再整備を検討していく必要があります。また、

農道や排水路が整備されていない畑地もあり、大

雨や台風時などは土砂の流出もあります。早期の

課題解決が必要と思うが今後の取り組みについて

以下のことを伺う。 

 

(1) 国・県整備事業の採択状況。 

 

(2) 事業採択に向けて現在の状況と課題。 

 

(3) 早期実現のため今後どのように取り組んでい

くのか。 

 

施設の長寿命化を図るため耐用年数を過ぎた既存

耐候性園芸施設の補強・改修事業が新たに新設さ

れました。事業の内容について以下のことを伺う。 

 

(1) 耐候性園芸施設補強・改修事業の事業実施主

体、採択要件。 

 

(2) 対象となる施設。 

 

(3) 今年度の予算と今後の見通し。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 3 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 教 育 行 政

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 保 育 行 政

について 

(1) 東風平給食センターの調理業務が民間委託さ

れて以降、具志頭給食センターを含む運営体制

について伺う。 

 

(2) 台風等災害時における臨時休業、登下校の判断

基準について伺う。 

 

(3) 吹奏楽器の耐用年数と各学校の吹奏楽器の保

有状況および整備・補充計画について伺う。 

 

(4) 町内学校におけるキャリア教育の実施状況や

成果について伺う。 

 

(1) 食料材料費の高騰が続いているが、町内保育

園、放課後児童クラブの給食等に影響が出てい

ないか伺う。 

 

(2) 水道光熱費等の負担も増加している中、質の高

い保育サービスの維持・提供するためには、各

園、クラブへの支援が重要だと考えるが、取り

組み状況について伺う。 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 3 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

3. 台 風 対 応

について 

 

 

 

 

4. 職 員 の 働

き 方 に つ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 地 球 温 暖

化 対 策 に

ついて 

(1) 台風６号時に町内において発生した停電、断水

に対する町の対応について伺う。 

 

(2) 防災情報の取り扱いについて、町はどのような

方法で行っているか伺う。 

 

(1) 第４次行政改革大綱実施計画書において、「ワ

ークライフバランスの推進（時間外勤務の削

減）」が掲げられているが、その取り組みの進

捗状況について伺う。 

 

(2) ハラスメントの実態を正確に把握し、解決や未

然防止、働きやすい職場環境の構築を図るた

め、「職員間のハラスメント」「議員からのハラ

スメント」についての調査およびアンケートの

実施について、見解を伺う。 

 

(1) 第３次実行計画に基づく令和４年度の結果に

ついて伺う。 

 

(2) エネルギー事情は計画策定時期から大きく変

わっている。計画の見直し、新たな技術を導入

するなど今後の展望について検討すべきでは

ないか伺う。 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 3 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

6. 町 民 提 案

型 ま ち づ

く り 事 業

について 

 

 

 

 

 

7. 更 生 保 護

について 

(1) ９団体の事業が採択されたが、審査内容につい

て伺う。 

 

(2) 当初予算では１００万円が計上されたが、実際

の交付予定額はいくらか伺う。 

 

(3) 事業成果について、どのような評価基準が設け

られ成果判断されるのか伺う。 

 

(1) 平成 28 年に再犯防止推進法が公布、施行され

た。本町の地方再犯防止推進計画の策定状況に

ついて伺う。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 4 
氏

名 
新 垣 正 春 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 台 風 ６ 号

に よ る 被

害 に つ い

て 

(1) 町の被害状況報告一覧によると、最近にない大

きな被害が出ているように思われる。被害額は

どのように把握しているか。  

 

(2) 今後、復旧に向けてどのように対応するか。  

 

(3) 上記報告一覧によると、生涯学習文化課が管理

している史跡等文化財関連については未確認

となっている。現時点で、どのように把握して

いるか。また、今後どのように対応していくの

か。  

 

(4) 町指定文化財「ギーザ井」は今度の台風６号に

よって損傷を受けていないか。  

 

(5) 「ギーザ井」の石積みの崩壊、入口左右の土砂

流失が大きくなっている。対策を講じるべきで

はないか。 

 

(6)  「ギーザ井」の樹木の切り株に白いシートが

かぶせられている。その経緯は。 

町 長 

教 育 長 
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質問順 4 
氏

名 
新 垣 正 春 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

2. 都 市 計 画

について 

 

 

 

 

 

 

3. 学 力 向 上

対 策 に つ

いて 

(1) 具志頭地域の土地利用に関するアンケート調

査結果の概要が、８月２５日に報告された。詳

細な分析結果の報告はどのようにおこなうの

か。  

 

(2) 地域住民向けに勉強会を開催するということ

であるが、勉強会の概要はどのようなものか。 

 

(1) 文部科学省は７月３１日、今年度の「全国学

力・学習状況調査」の結果を公表した。新聞報

道によると、県内公立小中学校の平均正答率は

全国平均を下回っている。県の教育長は「今回

の結果を詳細に分析した上で、各学校の授業改

善などの取り組みを支援する」とコメントして

いる。町内児童生徒の平均正答率は県平均、全

国平均と比較してどのような傾向があるか。ま

た、教育委員会として課題等にどのように取り

組んでいくか。  

 

(2) 県内中学生の部活動不参加が全国の倍になる

３２％である。部活動の「地域移行」の施策が

進められる中、この数字をどう捉えるか。町内

の不参加率は把握しているか。  

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 5 
氏

名 
野 原 邦 男 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 沈 砂 池 に

ついて 

「県営水質保全対策事業 八重瀬第一地区」いわ

ゆる富盛南側の土地改良区には 5 号、６号、７号、

８号の合計４ケ所の沈砂池があります。沈砂池の

底に泥が堆積しているので大雨の時などは、隣の

畑に水があふれだす被害もありました。富盛地区

では「多面的機能支払交付金事業」を活用して、

毎年刈払機による草刈作業を実施していますが、

いずれの沈砂池も底に土砂が堆積し、沈砂池とし

ての本来の機能を果たしているとは思えません。

この沈砂池の底に溜まっている土砂を取り除く工

事を令和６年度に予算化できないか伺います。 

町 長 
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質問順 6 
氏

名 
金 城 秀 雄 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 最 終 処 分

場 建 設 候

補 地 の 選

定 に つ い

て 

令和3年末に美らグリーン南城B棟が工事完了し、

全供用開始の運びとなり、次期候補地選定に取り

組む必要がある。平成 25 年 12 月 2 日付輪番制の

順位付けに係る協定書第 1 条に、次期最終処分場

候補地は八重瀬町に決定されている。八重瀬町に

おいては具志頭畜産の場所にゴミ焼却炉と最終処

分場を誘致して建設する予定であったが移転費用

が膨大で破綻してしまった。選定期間が令和 5 年

12 月 27 日（水）までとなっている。 

 

(1) 今後の計画を伺う。 

 

(2) 選定条件を伺う。 

 

(3) 行政として各自治会に出向いてリーダーシッ

プを発揮してもらいたいがどうか。 

 

(4) 行政として選定案は考えていないか、伺う。 

町 長 
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質問順 6 
氏

名 
金 城 秀 雄 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

2. 公 文 書 管

理 条 例 に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 特 定 歴 史

公 文 書 に

ついて 

公文書とは行政が物事を決定する過程や、決定事

項や歴史的事実を記録したものである。文書とい

っても必ずしも紙である必要性はなく、パソコン

のハードディスクに記録した電子文書も含まれま

す。文書化することで決定事項に関する認識の食

い違いを防ぎ、信頼性を担保できるようになる。

決定の過程に問題がなかったか後に検討すること

も可能である。公文書というと、国や自治体のも

のという印象があるが民主主義を支える国民共有

の財産であるというのが原則である。 

 

(1) 管理責任者を伺う。 

 

(2) 管理保管方法の整備を伺う。 

 

(3) 適切な利用方法を定めているか伺う。 

 

(1) 八重瀬町はこれまで歴史資料として重要な文

書、その他の文書のうち文書管理法第 8 条第 1

項の規定等により、国立公文書館に移管された

特定歴史公文書があるのか伺う。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 6 
氏

名 
金 城 秀 雄 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

4. 福 祉 避 難

所 を 指 定

し 開 設 す

る こ と に

ついて 

 

 

 

 

 

5. 台風 6号に

係 る 被 害

状 況 報 告

書 に つ い

て 

8 月の台風により、町内において停電や断水など

生活インフラに影響が続いた。通常の避難所とは

別に高齢者や障がい者などを対象とした福祉避難

所がある25市町村中実際に開設したのは7市町村

のみであった。 

 

(1) 公共施設や協定を結ぶ高齢者施設を指定し、町

長の判断で開設が出来るが、福祉避難所につい

て伺う。 

 

(1) 土木建設課、農林水産課、都市整備課、児童家

庭課、学校教育課、生涯学習文化課、スポーツ

振興課、総務課、企画財政課、社会福祉課、島

尻消防組合などから被害内容が報告されてい

るが、今後の予算措置を伺う。 

 

(2) 饒波川、報得川の氾濫が今回なかったのは、浚

渫工事が行われたことにより氾濫が起きなか

ったのか伺う。 

 

(3) 八重瀬町は災害救助法が適用され、救助の種類

がいろいろありますが、町民への周知を伺う。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 7 
氏

名 
豊 川 翔 平 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 相 続 登 記

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 道路、拝所

等 管 理 に

ついて 

相続登記が行われず、登記簿から所有者がわから

ない「所有者不明土地」が全国で増加し、周辺の

環境悪化や公共工事の阻害等が社会問題になって

いる。この問題解決のため、令和 6 年 4 月 1 日か

ら相続登記が義務化される。次のことについて質

問する。 

 

(1) 本町における予定した工事のなかで、阻害され

る懸念のある箇所はあるか。  

 

(2) 未登記物件の数を把握しているのか。未対応で

あれば対策も伺う。  

 

字世名城公民館の後方に「後ヌ御嶽」という拝所

があり、土地の所有者がわかっておらず、清掃や

管理は公民館が行っている。前回の台風6号の影響

で、今にも道路側に土砂が崩れそうな状況である。

次のことを質問する。 

 

(1) 道路管理者として町はどのような対策・対応が

とれるか。 

 

(2) 当該箇所のみならず、本町には同様の問題を抱

えた地域が多いと思慮する。拝所という特別な

存在であることから、恒久的な維持の仕組みが

とれないか。  

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 



 

15 

 

質問順 7 
氏

名 
豊 川 翔 平 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

3. J-クレジッ

ト 制 度 に

ついて 

 

 

4. 非 農 用 地

の 地 区 計

画 に つ い

て 

(1) 令和4年3月定例会にて同制度について質問を

した。どういった検討がなされたのか。また、

今後の展望と2050年カーボンニュートラルに

向けての計画を伺う。 

 

(1) 令和4年3月定例会、9月定例会にて非農用地の

地区計画について質問をした。いただいた答弁

では、住民説明会やマニュアルの策定を急ぐと

の返答だが、進捗を伺う。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 8 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 区 画 整 理

事 業 の 違

法 擁 壁 の

解 決 に 法

令 順 守 で

き る か に

ついて 

伊覇・屋宜原地区の区画整理事業において、建築

基準法違反の擁壁がいくつもあることが分かり、

その事を平成 21 年には知事通達や平成 23 年には

沖縄県建築基準法取扱基準の施行により、土地区

画整理事業により築造された擁壁の取扱を定めて

います。八重瀬町では１４年もの間、この問題を

放置していたことがより深刻にしています。早急

に、地権者や町民に公表して法令順守の立場を示

し、この問題を解決しなければならないと思いま

す。地権者の財産を預かり、建築主として区画整

理事業を行った八重瀬町に責任があることは間違

いありません。地権者に寄り添って、不利益がな

いように納得できる説明が必要ではないでしょう

か。 

 

(1) 6 月の定例会の一般質問では、県の情報公開の

内容から 3 月定例会の一般質問での経済建設

部長の答弁に誤りがあることが分かりました。

沖縄県との打ち合わせや協議を行っておらず、

県の解釈によらずに、県が納得していないこと

など、誤った答弁を繰り返した事が明らかにな

りました。しかし、その訂正と謝罪がないのは

なぜか伺います。 

町 長 
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質問順 8 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 (2) 定例会の一般質問での答弁の中で八重瀬町自

ら、6 条の違反があるので、それを是正するた

めに 12条 5項に基づいて安全性の報告をさせ

ていただくと答弁しています。その後、全ての

擁壁についても、12 条 5 項の報告を実施する

としていますが、その時期と内容の説明を伺い

ます。 

 

(3) 沖縄県建築基準法取扱基準について八重瀬町

の解釈では、建築基準法の擁壁に道路法等によ

る擁壁を適用していないと答弁しており、町長

からも自立式の擁壁は、道路法等他法令による

擁壁等の工作物であると答弁しています。よう

するに、問題になっている擁壁は当初から道路

法の基準で築造された物と見ているので、工作

物申請は省略できるとの理解で構いませんか

伺います。 

 

(4) 平成 15 年頃の、この事業の際にＨ鋼材を親杭

とする自立型擁壁を採用する際には、設置する

現場の状況とか、土質等を検討して採用してい

ると答弁しておりますが、当時にもＬ字の全面

一体型を採用している場所もあることや、Ｌ字

の全面一体型の方の費用が安価と聞いていま

す。更に基礎面積を確保する為にも建物補償等

の問題も考慮されて自立式を採用されたので

はないか伺います。 
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質問順 8 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

2. 行 政 側 か

ら 議 会 に

対 す る 横

槍 が あ っ

た 事 に つ

いて 

7 月の初旬におこった事は、私を始め町民の方々

に多大な心配をされたと痛感しております。議会

と行政とは、二元代表制として別組織であります。

議会は、行政のチェック機関とも言われます。町

民の代表として行政の監視役としての議会である

と思います。その他にも、議会広報誌への行政側

からの書き換えも発生しております。それらの問

題を放置することは、八重瀬町の発展にも関わる

大事なことであると思います。八重瀬町行政を預

かる町長の姿勢が問われることだと思っておりま

す。 

 

(1) 7 月 6 日に議長室において、議長や副議長と議

運委員長から私が呼ばれた際に、6 月定例会で

の私の一般質問での区画整理事業での違法擁

壁についてのやりとりがなされました。その際

には、経済建設部長と都市整備課長も同席して

いました。この件についての質疑応答がなされ

る中で議長から「9 月には新しいのをやって下

さい」と言われました。同席した経済建設部長

からも、そのほうが正解ですと同調する発言も

ありました。一般的な常識から掛け離れた発言

に唖然となりましたが、そういうことは、八重

瀬町の常識なのでしょうか伺います。 

町 長 
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質問順 8 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 (2) 7 月 18 日に経済建設部長に呼び出されて議会

控室でのことです。その際には副議長と議運委

員長や都市整備課長の同席の中で、経済建設部

長からの提案で私の議会だよりへの原稿を書

き換えの提案がされました。私からは、なぜ、

文面を削除するのか分からない、私なら、こん

な文章を書きません、と返答しました。昼休み

後に再度集まった際のことです、経済建設部長

の方から今回の書き換えの断念を告げられま

した。しかし、その後 20 日の広報委員会にお

いて再び広報委員長から経済建設部長による

書き換えが提案されて、私は驚きました。他の

広報委員からは書き換えを支持する方が殆ど

でした。渋々、思わぬ返事で了解したのは、大

変後悔しました。その後 28 日には、議長と副

議長と広報委員長と友人の議員と間に、この件

で話し合いが行われ、その結果、広報委員会に

委ねなれました。広報委員会で議論してもら

い、20 日の私の了解の取り消しをしてもらい

ました。私から改めて議会だよりへの私の原案

への差し替えを提案しました。しかし、採決の

結果、経済建設部長の書き換えされた紙面に決

まりました。どうしてそうなるのか私には、理

解できませんでした。議会だよりへの書き換え

を指示した経済建設部長からの行動は間違い

であったと思います。勿論、私から書き換えの

了承をした事はありません。このような公文書

への改ざんを町長は許していいのか伺います。 

町 長 

 



 

20 

 

質問順 9 
氏

名 
米 増 雄 二 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 八 重 瀬 町

災 害 対 策

について 

先月襲来した台風は長く強い台風で「まさか」の

台風であったのではないでしょうか。私の住む地

域でも停電が４日間続き、八重瀬町内でも長く停

電していたと聞いている。電柱から家への配電の

破損により、地域の中でも周りは停電回復してい

るが、１件だけ停電が回復せず、７日間停電状態

でお困りのお年寄りの一人暮らしの家があった。

その他の地域でも数件ではあるが同じようなお宅

があるように聞いた。 

 

(1) 今後、このような場合に、発電機の貸し出し等

が出来るような仕組みが出来ないか伺う。 

 

(2) 自治会への災害用品等の配備を行ったほうが

良いと思うが町の見解を伺う。 

 

(3) ６月に災害時におけるキャンピングカーの無

償提供に関する協定書を策定したと思います

が、今回の大型台風での貸し出しは行なわれた

のか伺う。 

 

(4) この協定においての要請基準があれば伺う。 

町 長 
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質問順 9 
氏

名 
米 増 雄 二 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

2. 八 重 瀬 町

ス ポ ー ツ

施 設 に つ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 玻 名 城 古

島 整 備 に

ついて 

具志頭パークゴルフ場は２月にオープンし最近で

は芝もしっかり根がはり、素晴らしい施設になっ

ていると思う。 

 

(1) これまでの来場数と、来場数に対しての町の見

解を伺う。 

 

(2) 認定コースの登録がまだだと思いますが、いつ

頃を目標にしているのか伺う。 

 

(3) この間の台風でフットサル場の人工芝がはが

れている。長い間そのままの状態ですが、地域

の方々から見栄え的にも早く修繕したほうが

との声があるがスケジュールを伺う。 

 

(1) 以前から私や議員から一般質問があり県営水

質保全対策事業で整備する計画で令和５年採

択に向けて沖縄県とヒアリングをし事業実現

の為取り組む。また別事業への採択も検討と答

弁がありましたが進捗状況を伺う。 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 10 
氏

名 
砂 川 泰 秀 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 具 志 頭 畜

産 か ら の

臭 気 の 問

題 に つ い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 八 重 瀬 町

の 汚 水 処

理 計 画 に

ついて 

(1) 具志頭畜産の移転が事実上不可能となり、具志

頭畜産から発生する臭気の問題が続くことに

なった。「町は対策を」と求める声が多くある

が、町は協議会での課題解決以外に町独自の対

策を考えているか伺います。 

 

(2) ７月の三者協での内容を伺います。 

 

(3) 臭気の測定と監視体制について、畜産内での臭

気測定値の提出は可能か、畜産周辺のパトロー

ルの方法、また、２４ｈ臭気測定の検討結果を

伺います。 

 

(4) 豚舎の状況と築年数を伺います。 

 

(1) 本町の令和８年以降の汚水処理計画を伺いま

す。 

 

(2) 本町は下水道計画を一旦断念し個別浄化槽地

域に変更しました。合併浄化槽の地域別での設

置率を伺います。 

 

(3) 本町の浄化槽の維持管理の状況を伺います。 

 

(4) 下水道事業計画が頓挫し、財政状況を考えると

可能性がほぼ無くなったと思われるが、市町村

設置型浄化槽事業を検討できないか伺います。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 10 
氏

名 
砂 川 泰 秀 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

3. 議 会 の 動

画 配 信 に

ついて 

(1) 町長の個人的思いが「議会だより」に掲載され、

動画配信への町民の期待も高まっているが、動

画配信の予算は編集要員の人件費を含めて８

００万位かかると思われる。今年度の補正予算

で可能か伺います。 

町 長 
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質問順 11 
氏

名 
神 谷 秀 明 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 幹 線 町 道

の整備を 

 

 

 

 

 

2. 町 道 白 川

線 の 整 備

を 

 

 

3. 補 装 が 取

り 残 さ れ

た 道 路 の

整備を 

(1) 町道幹線道路の整備は重要である。農道からの

町道幹線道路への進入は、一時停止標識のない

農道より幹線道路中央線、側線の表示線は進入

優先の確認に有効である。いま、各方面の幹線

路線で表示線が消えている箇所があり早期の

復旧を要請する。 

 

(1) 町道白川線は、西部線点滅信号より小城当銘に

至る通学路である。長い間、用地の関係で整備

が で き て い な い 箇 所 が 一 箇 所 字 小 城  

31-2、31-3 番地にある。整備を願う。 

 

東風平地区では土地改良事業で補装未整備路線が

多くある。次の通りである。 

 

(1) 字東風平の東部地区では町道東風平１７,１８,

１９,２０,２１号線。字上田原では町道２６号

線。字高良では町道高良７号線。字世名城では

農道路線番号 619，621，603，624，612，

613，614、大農原線よりソージ川沿い路線。

字小城では農道路線番号１００８号線である。

補装整備はできないか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 11 
氏

名 
神 谷 秀 明 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

4. 字 小 城 町

道 小 城 西

原 線 の 整

備を 

 

 

 

 

 

5. 町道小城 9

号 線 歩 道

を 

 

 

6. 中 学 校 で

の 部 活 の

ク ラ ブ 移

行 計 画 を

問う 

(1) 町道小城西原線は、町道白川線より県道那覇糸

満線間の小城公民館前の住宅地側が、路肩急斜

面である。道路に亀裂が生じ路肩宅地側法面の

崩壊が一部見られる。宅地石積のうえの法面で

あり。危険な法面崩壊が考えられる。早急な整

備計画を要請する。 

 

(2) 町道白川線と町道西嶺線を結ぶ町道小城 9 号

線は 担い手事業宅地区間に西嶺線より歩道

が設置され途中白川線まで途切れている。通学

路間を結ぶ道路であり通学の安全に全線への

歩道設置を要請する。 

 

中学校での部活のクラブへの移行は、保護者に不

安をきたしている。次のことを伺う。 

 

(1) 現在のクラブチームの状況。 

 

(2) クラブは広域でのチーム編成となるのか。 

 

(3) 町派遣部活指導員制度はどうなるか。 

 

(4) 練習場所はどのようにおこなうか。 

 

(5) 町補助制度はどのように行うか。 

 

(6) 大会はどのようにおこなうか。 

 

(7) 部活顧問の先生方の意見はどうなっている。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 11 
氏

名 
神 谷 秀 明 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

7. マ ン ゴ ー

ハ ウ ス 建

替 事 業 補

助 事 業 の

導 入 は で

きないか 

(1) 平成 8 年頃導入補助事業マンゴーハウスは、

老朽化が進み、建て替えに来ている。補助事業

の導入はできないか。 

町 長 
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質問順 12 
氏

名 
新 垣 勝 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 報得川、川

沿 い へ の

ゴ ミ の ポ

イ捨て、不

法 投 棄 に

ついて 

 

 

2. 港 川 ハ ー

レ ー 行 事

への、町役

場 職 員 応

援 に つ い

て こ れ ま

で の 経 緯

と 現 状 に

ついて 

 

3. 八 重 瀬 町

中 央 公 民

館 と 具 志

頭 分 館 の

立 て 看

板 ・ 外 灯

等、老朽化

に 対 し て

の 町 の 見

解は 

(1) 報得川は多く方々のご尽力によって２級河川

となり、下流側から浚渫工事が始まった。今回、

台風６号、その後も線状降水帯にみまわれたが

河川の氾濫は免れた。町民の生命、財産を守る

立場からも意義深い効果だと思う。しかし、河

川沿いには、ゴミのポイ捨て、不法投棄が目立

ち、その注意喚起について町の施策を伺う。 

 

(1) ６月２５日に港川ハーレーが行われた。３年ぶ

りの開催いう事もあり各地から観戦に訪れた。

今年、各地域でもこれまで中止を余儀なくされ

たイベントが復活する事もあり港川ハーレー

同様、町役場職員の応援体制が得られるのか伺

う。 

 

 

 

 

(1) 八重瀬町中央公民館は、具志頭分館を含めて多

くの町民にコミュニティーセンターとして親

しまれている。中央公民館の看板が剥がれ鉄骨

のみとなっている。又、具志頭分館、商工会の

ある駐車場の外灯が今にも落下しそうな状態

である。人身被害、駐車車両への被害が起らな

いよう早急に対応が可能か伺う。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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質問順 12 
氏

名 
新 垣 勝 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

4. 八 重 瀬 町

内 の 幹 線

道 路 、 国

道 、 県 道

等、案内標

識 に つ い

て 

(1) 八重瀬町が観光産業にご尽力されていること

について評価いたします。町内の幹線道路国

道、県道等の道路標識案内板の風化に伴い、字

が見にくい、あるいは見えない所が多々あり、

町外、あるいは観光客に対して、不便を与えて

いないか危惧する所である。道路案内標識を調

査し、国、県等関係部署に働きかけているか伺

う。 

町 長 
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質問順 13 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 認 知 症 に

関 す る 理

解 促 進 や

普及啓発、

本 人 支 援

の 取 組 に

ついて 

わが国の認知症高齢者の数は、2012（平成 24）

年で 462 万人と推計されており、2025（平成 37）

年には約 700 人、65 歳以上の高齢者の約５人に

１人に達することが見込まれ ています。今や認知

症は誰もが関わる可能性のある身近な病気です。

「認知症施策推進大綱」には、認知症の人が認知

症とともによりよく生きていくことができるよ

う、認知症の人の意思が尊重され、できる限り住

み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続け

ることができる社会を目指すことが基本目標とし

て掲げられています。認知症の発症を遅らせ、認

知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる

社会を目指し、 認知症の人や家族の視点を重視し

ながら、「共生」と「予防」を車の両輪として施策

を推進していくとなっているが、本町の認知症に

関する理解促進や普及啓発、本人支援の取り組み

をどの様に進めていくのか伺います。 

 

(1) 町内の認知症高齢者数と率は。 

 

(2) 認知症サポーター養成講座の状況は。 

 

(3) キャラバンメイトの養成はどの様に。 

 

(4) 認知症カフェの開催状況は。 

 

(5) 認知症ケアパスの更新予定は。 

 

(6) 認知症初期集中支援チーム員の活動状況は。 

町 長 



 

30 

 

質問順 13 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

2. 認 知 症 行

方 不 明 事

案 に つ い

て 

(7) 認知症地域支援員の設置状況と活動状況は。 

 

(8) 成年後見制度の取り組みはどの様に。 

 

令和 4 年における認知症に関わる行方不明者捜索

届が 18,709 人となっている。殆どの人が 1 週間以

内に所在確認されたが、死亡に至った事例もあり

ます。そのような状況に対する体制はどの様にな

っているのか伺います。 

 

(1) 本町における認知症高齢者の行方不明事案の

発生状況は。 

 

(2) 見守りタグや、認知症シールの利用者状況は。 

 

(3) 見守りネットワーク事業の状況は。 

 

(4) 地域自治会や町民から、町役場に対して捜索協

力願いが出された場合、どの様に対応するの

か。 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 13 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

3. 認 知 症 予

防 に つ い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 認 知 症 基

本 法 に つ

いて 

認知症施策推進大綱では、認知症予防を「認知症

になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩

やかにする」とする。2022 年（令和４年）国民生

活基礎調査では、介護の要因で一番多いのが認知

症という。認知症施策の推進が介護予防につなが

るのではないか。 

 

(1) 認知症予防の取り組みはどの様に。 

 

(2) 認知症の人の介護者への支援はどの様に。 

 

(3) 認知症の人等にやさしい地域づくりはどの様

に。 

 

2023 年 6 月「共生社会の実現を推進するための認

知症基本法」（以下、認知症基本法）が成立しまし

た。国の責任、都道府県の責任、市町村の責任や

保健医療サービスまたは福祉サービスを提供する

者の責務、国民の責務が明示されています。なか

でも、市町村は「認知症施策推進計画」をつくら

なければならないとしています。 

 

(1) 本町における「認知症施策推進計画」の策定予

定はどの様になっているか伺います。 

 

(2) 世界アルツハイマーデー及び月間（認知症の

日、認知症月間の取り組み）における普及・啓

発イベントはどの様な取り組みを予定してい

るか伺います。 

町 長 
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質問順 13 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

5. 台風 6号に

よ る 被 害

や 影 響 に

ついて 

大型で非常に強い台風 6 号は、7 月 31 日より、お

よそ 1 週間もの間、ゆっくりとした速度で進んだ

ため、県内に甚大な被害を発生させました。農林

水産業への被害や、河川の氾濫、道路の冠水、倒

木による通行止め、建物への漏水、ガラスの破損

などの被害が相次ぎ、特に停電、断水は、住民生

活に大きな影響を与えました。復帰後最大規模の

被害をもたらした、この台風 6 号により、災害救

助法が 10 市 9 町 15 村の 34 市町村に適用され、

これから復旧に向けて取り組む事となります。私

自身、今回の台風 6 号により、これ程の長期間に

おいて影響を受けるとは想定しておりませんでし

た。アンテナや給湯器の故障、停電によりテレビ

やクーラーも使えず、水シャワーの入浴と寝苦し

い時間を過ごしました。このような災害に備えて、

「八重瀬町地域防災計画」があります。いざとい

う時の備えは万全でなければなりません。今回の

台風 6 号による、長時間に及ぶ影響が、避難所の

運営や、避難者への対応ができていたのか検証で

きる機会になり、日頃の備えの再点検に使えるの

ではないかと考えます。そこでお伺いします。 

 

(1) 避難所の開設数は、避難者数は。 

 

(2) 避難所の運営に課題はなかったか。 

 

(3) 高齢者や難病患者などの要配慮者の避難は問

題なくできたか。 

町 長 
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質問順 13 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 自 主 防 災

組 織 の 育

成 

(4) 避難所での非常用電源設備の状況は。 

 

(5) 自宅で人工呼吸器などを利用している医療的

ケアを受ける子供や障害者への対応は。 

 

(6) 福祉避難所の設置を望む声もあるが、どのよう

に考えるか。 

 

(7) 罹災証明書の発行件数と発行事務はスムーズ

に行えているか。 

 

八重瀬町地域防災計画の中に自主防災組織につい

て、災害発生時には、自助・共助・公助の連携に

より人的・物的被害を軽減することができます。

ひとたび大規模な災害が発生したときには、公的

機関が行う活動（公助）は交通網の寸断や同時多

発火災などにより十分対応できない可能性がある

ため、個人の力で災害に備える（自助）とともに、

地域で助け合い（共助）による地域防災力が重要

となります。災害に強い地域づくりを目指して、

災害時の被害を軽減するため、「自主防災組織」活

動を通じて、共助の強化、地域の防災力の強化に

向けた取組を始めてみませんか。とあります。 

そこで伺います。 

 

(1) いま現在、八重瀬町の「自主防災組織」何団体

か。 

 

(2) 「自主防災組織」育成の取組はどの様に取り組

んでいるのか。 
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質問順 14 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1. 西 部 プ ラ

ザ 公 園 の

整 備 に つ

いて 

西部プラザ公園は平成４年１月に都市計画の決定

がなされ、自然観察と体験学習ができるふるさと

のクサテイムイとして３１年間も整備がすすめら

れてきた。現在、使用されているのは多目的広場

やハーブ棟、さらにパークゴルフ場などがあるが、

メインのウマチー道路は利用者が少ない状況があ

る。最近はこども遊具広場も一部完成して公園の

利用者も増えてきているが、今後の整備計画や課

題について質問する。 

 

(1) 西部プラザ公園の今後の整備計画及び最終の

事業年度はいつになるか。公園の整備に伴う台

帳整備はすすんでいるか。地方交付税にはどの

くらい反映されるのか。 

 

(2) この公園は「環境ふれあい公園」として県内で

も最初の施策公園として位置付けられている

が、それにふさわしい整備になっているか疑問

が残る。質問にあたり公園内の散策をして感じ

たことは、こども昔遊びとか植物展示園などの

説明板があるが、老朽化のためか文字がみえに

くい状況であるが現在は利用されているのか。

児童生徒が体験学習できるように改善できな

いのか。 

 

町 長 
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質問順 14 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 (3) 小学校や中学校の野外学習などで利用された

ことはあるのか。今後、町内外の小中学校の児

童生徒が利活用することを想定してパンフレ

ットや説明文などの準備はできないか。また、

こども遊びや植物などに詳しい方にお願いし

て公園管理人を配置することはできないか。そ

うすれば常時、公園内の状況を把握してハーブ

や植物の管理をおこない、公園の案内や説明も

できて入園者への接遇も改善され、八重瀬町の

イメージアップにつながる。 

 

(4) 公園内に神谷夏吉氏の石碑があるが、文字が見

えにくいので修復できないか。さらに石碑の内

容を説明した説明文の看板は設置できないか。 

 

(5) 夏吉広場の周辺はほとんど木が植えられてい

なく雑草だけになっているが、松の木や桜の木

を植栽して、もっと多くの町民が訪れる広場に

整備できないか。 

 



 

36 

 

質問順 14 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

2. 帯 状 疱 疹

ワ ク チ ン

へ の 補 助

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 帯状疱疹にかかった町民から相談があり、重症

化しないためにもワクチン接種への補助がで

きないかとの要請があった。全国の自治体で

は、１９５自治体で約半額の補助をしている

が、県内で帯状疱疹のワクチンに対して補助を

している自治体は何か所あるのか。 

 

(2) 帯状疱疹にかかる人は八重瀬町で年間何人い

るか。ワクチンを接種することで重症化を防

ぎ、医療費の軽減にもなるのでワクチン接種へ

の補助はできないか。 

 

 

町 長 
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質問順 14 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

3. 災 害 対 策

について 

今回の台風６号による被害は甚大であり、停電も

２１万世帯に及び、農作物への被害や公共施設な

どの破損も広範囲に拡大している。町民の安心・

安全を確保するために対策は十分だったのか。ど

のような課題があるのか質問する。 

 

(1) 新聞報道によると県内で１１市町村の避難所

が停電したときくが、本町の場合どのような状

況だったのか。非常用電源は不足しなかったの

か。 

 

(2) 呼吸器関係の医療器具を使う町民から相談は

なかったか。 

 

(3) 指定避難所が１１か所あるが、避難所に短時間

でスムーズに避難できるように電柱や道路に

避難所への案内を示す看板や表示などはされ

ているか。 

 

(4) 大雨や災害による冠水被害を減らすために、日

常的な排水路の清掃が不可欠である。土木建設

課と農林水産課が協力して定期的に巡回して、

冠水が多い地域の地権者に指導することはで

きないか。 

町 長 
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